
参考様式１

地域計画のうち目標地図に位置付けられた者等に対する
農業近代化資金の借入れに関する証明書
（農業近代化資金のうち農業経営高度化資金関係）


　　年　　月　　日　　

　　○○市区町村長　御中

申請者
住　所
氏　名　　　　　　　　　　　　　
（申請者は、借入申込みを行う方と同じ名義になります。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　私が、下記表中のいずれかに該当する者であることを証明願います。


　　年　　月　　日

上記の申請者が、現在、下記に該当する者であることを証明します。

記

	貸付対象者の要件
	該当項目

	１
	目標地図に位置付けられた者
【農業経営基盤強化促進法 第19条第１項及び第３項参照】
	

	２
	目標地図に位置付けられることが確実である者
【農業経営基盤強化促進法第19条第１項及び第３項参照】
※次葉の注３に留意の上、証明すること。
	



市区町村名
役 職 名
氏　　名
※「地域計画（目標地図）」の策定に関与しているしかるべき者（役職等の指定はなし）

※注１：申請者は借入申込みを行う方と同じ名義にしてください。申請者（借入希望者）が複数名の場合、本証明書は、申請者の全部が表中の要件に該当することを証明するものとなります。

※注２：「目標地図に位置付けられた者」とは、農業経営基盤強化促進法第19条第１項に規定する地域計画のうち目標地図（同条第３項の地図をいいます。）に位置付けられた者を指します。

※注３：表の２について、目標地図に位置付けられることが確実であることの証明を市区町村から受けた者を指します。ただし、当該者が都道府県による利子補給承認日から１年以内に、目標地図に位置付けられた者となったことを当該融資機関が確認できない場合（利子補給承認日から１年以内に、申請者から当該融資機関に本証明書の１の該当項目欄に○が記載された証明書が提出されない場合）には、借入金の繰上償還等が必要となることに十分留意し、市区町村は、
①　当該者が目標地図に位置付けられた後、速やかに本証明書の２の該当項目欄に○を付したものを再交付する
②　目標地図に位置付けられることが不確実である者に対して本証明書を発行しないようにしてください。





